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第１回公営企業会計決算特別委員会会議記録 

 

日 時  令和３年９月６日（月曜日）                   午前１１時２１分 開会 

場 所  水戸市議会 第４委員会室                    午前１１時５７分 散会 

──────────────────────── 

付託事件 

  水道事業会計及び下水道事業会計決算に関する事項 

──────────────────────── 

１ 本日の会議に付した事件 

 (1) 委員長の互選について 

 (2) 副委員長の互選について 

 (3) 議案説明 

 (4) 今後の審査の日程等について 

２ 出席委員（１３名） 

  委 員 長   鈴  木  宣  子  君   副 委 員 長   佐  藤  昭  雄  君 

  委   員   滑  川  友  理  君   委   員   土  田  記 代 美  君 

  委   員   田  中  真  己  君   委   員   木  本  信 太 郎  君 

  委   員   田  口  文  明  君   委   員   飯  田  正  美  君 

  委   員   内  藤  丈  男  君   委   員   栗  原  文  隆  君 

  委   員   五 十 嵐     博  君   委   員   安  藏     栄  君 

  委   員   田  口  米  蔵  君    

３ 欠席委員（なし） 

４ 委員外議員出席者（１名） 

  議   長   須  田  浩  和  君    

５ 説明のため出席した者の職，氏名 

上下水道事業 
管 理 者 

荒  井     宰  君 
上下水道局 
水 道 部 長 

伊  藤  俊  夫  君 

水道部参事兼 
水道総務課長 

関  谷     勇  君 
水道部参事兼 
経 理 課 長 

梶  山     哲  君 

水道部技監兼 
給 水 課 長 

梶  山     学  君 水道整備課長 杉  山  健  一  君 

浄 水 管 理 
事 務 所 長 

島     孝  夫  君   

上下水道局 
下水道部長 

圷     貴  之  君 下水道管理課長 鬼  澤  英  一  君 

下水道整備課長 小  田  博  之  君 
下水道施設 
管理事務所長 

渡  邉  基  弘  君 



－2－ 

６ 事務局職員出席者 

法制調査係長 富  岡     淳  君 書 記 大  内  し お り  君 

書 記 堀  江     良  君   
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午前１１時２１分 開会 

○須田議長 引き続き，お疲れさまでございます。 

 本日は，最初の公営企業会計決算特別委員会でございますので，初めに正副委員長の互選をお願いし，委

員会を進めていただきたいと存じます。 

 それでは，年長の委員の方に臨時に委員長の職務をお執りいただき，まず委員長を選出していただきたい

と存じます。 

 出席委員中，年長の方は栗原文隆委員でございますので，よろしくお願いいたします。 

〔臨時委員長 栗原文隆君委員長席に着く〕 

○栗原臨時委員長 それでは，年長のゆえをもちまして，暫時，臨時委員長の職を務めさせていただきます。

御協力のほどをお願いいたします。 

 定足数に達しておりますので，ただいまから第１回公営企業会計決算特別委員会を開会します。 

──────────────────────── 

委員長の互選 

○栗原臨時委員長 それでは，委員長の互選を行いたいと思いますが，どのような方法で行うかお諮りいた

します。 

 田口米蔵委員。 

○田口米蔵委員 委員会の運営をスムーズにできますように，指名推選でお願いしたいと思いますので，お

諮りいたします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○栗原臨時委員長 指名推選でお願いします。 

 ただいま，田口米蔵委員が発言したように指名推選の方法で行うことに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○栗原臨時委員長 御異議なしと認めます。それでは，ただいま発言されました田口米蔵委員から推選する

方の氏名を発表していただくことに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○栗原臨時委員長 それでは，田口米蔵委員から推選する方の氏名を発表願います。 

○田口米蔵委員 私は，委員長に鈴木宣子委員を推選したいと思います。 

○栗原臨時委員長 ただいま，田口米蔵委員から鈴木委員を委員長に推選されましたが，これに御異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○栗原臨時委員長 御異議なしと認め，鈴木委員が委員長に当選されました。 

 ただいま，当選されました鈴木委員長から就任の御挨拶をお願いします。 

 委員長と交代します。 

〔臨時委員長 栗原文隆君退席，委員長 鈴木宣子君委員長席に着く〕 

──────────────────────── 
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委員長 鈴木宣子君就任挨拶 

○鈴木委員長 ただいま，委員長に選出されました鈴木宣子でございます。 

 委員の皆様方の御協力をいただきまして，この大任を務めてまいりたいと存じますのでよろしくお願いい

たします。 

──────────────────────── 

副委員長の互選 

○鈴木委員長 それでは，次に副委員長の互選を行いたいと思いますが，どのような方法で行うかお諮りい

たします。 

 田口米蔵委員。 

○田口米蔵委員 私は副委員長も同じく指名推選でお願いをしていただければと思います。お諮り願います。 

○鈴木委員長 ただいま，田口米蔵委員から発言がありましたように，指名推選の方法により行うことに御

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○鈴木委員長 御異議なしと認めます。 

 それでは，ただいま発言されました田口米蔵委員から推選する方の氏名を発表していただくことに御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○鈴木委員長 それでは，田口米蔵委員から推選する方の氏名を発表願います。 

 田口委員。 

○田口米蔵委員 私は，佐藤昭雄委員を推選したいと思います。よろしくお諮り願います。 

○鈴木委員長 ただいま，田口米蔵委員から佐藤昭雄委員を副委員長に推選されましたが，これに御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○鈴木委員長 御異議なしと認め，佐藤昭雄委員が副委員長に当選されました。 

 ただいま，当選されました佐藤昭雄副委員長から就任の御挨拶をお願いいたします。 

〔副委員長 佐藤昭雄君副委員長席に着く〕 

──────────────────────── 

副委員長 佐藤昭雄君就任挨拶 

○佐藤副委員長 ただいま，副委員長に選出されました佐藤昭雄でございます。 

 微力でありますけれども，鈴木委員長を補佐させていただきながら，円満な委員会運営に御協力のほど，

よろしくお願いいたします。 

──────────────────────── 

議案説明 

○鈴木委員長 それでは，これより議事に入ります。 

 まず初めに，認定第２号 令和２年度水戸市水道事業会計及び下水道事業会計決算認定につきましては，
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いまだ当委員特別委員会に付託されておりませんが，前例に倣い，執行部より順次，議案の説明を願いたい

と思います。 

○伊藤上下水道局水道部長 それでは，認定第２号 令和２年度水戸市水道事業会計及び下水道事業会計決

算認定について，お手元の議案書⑨令和２年度公営企業会計決算書により御説明申し上げます。 

 ２ページ，３ページをお開き願います。 

 令和２年度水戸市水道事業会計決算報告書でございます。 

 (1)の収益的収入及び支出のうち，上段の収入から御説明いたします。 

 第１款水道事業収益につきましては，決算額，右から３列目，６５億２,９６８万８,２０８円で，予算に

対する調定率は９９.１９％でございます。 

 第１項の営業収益は，水道料金，受託工事収益，加入金などでございます。 

 第２項の営業外収益は，消火栓維持管理などに対する一般会計補助金でございます。 

 第３項の特別利益は，原子力損害補償金などでございます。 

 次に，収益的支出について御説明いたします。 

 第１款の水道事業費につきましては，決算額，右から４列目，５４億８,７７１万８,８２３円で，予算に

対する執行率は９３.５０％でございます。 

 第１項の営業費用は，浄水場及び配水管等の維持管理費，検針，収納関係経費，減価償却費などでござい

ます。 

 第２項の営業外費用は，企業債の利息などでございます。 

 第３項の特別損失は，過年度の水道料金還付など，第４項の予備費については，決算額はございません。 

 次に，４，５ページをお開き願います。 

 (2)の資本的収入及び支出のうち，上段の収入から御説明いたします。 

 第１款の資本的収入につきましては，決算額，右から３列目は，１９億５,２８７万３,９２４円で，予算

に対する執行率は６９.７７％でございます。 

 第１項の企業債は，配水管整備事業及び改良事業に対する建設事業債でございます。 

 第２項は，安全対策事業などに対する一般会計出資金，第３項は，耐震化事業に対する国庫補助金，第

４項は，消火栓設置に対する一般会計負担金，第５項は，災害復旧事業などに対する一般会計補助金，第

６項の工事負担金は，公共下水道工事等に対する負担金，第７項の固定資産売却代金は，車両の売却代金な

どでございます。 

 次に，支出について御説明いたします。 

 第１款の資本的支出につきましては，決算額，右から６列目，４１億５,４７５万５,４０６円で，予算に

対する執行率は７９.１４％でございます。 

 主なものは，第１項の建設改良費と第２項の企業債償還金で，建設改良費は配水管整備事業，負担事業，

施設改良事業などと企業債の元金償還でございます。 

 欄外でございますが，資本的収入額が資本的支出額に不足する額の補塡額の内訳を記載したものございま

すので後ほどお目通しをお願いします。 
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 決算報告書については以上でございます。 

○梶山水道部参事兼経理課長 続きまして，６ページをお開き願います。 

 ６ページから１５ページまでは財務諸表でございます。 

 初めに，令和２年度水戸市水道事業損益計算書について御説明をいたします。 

 １の営業収益につきましては，(1)給水収益から(3)その他の営業収益までをあわせた決算額は，５５億

１,３４６万２,４８４円でございます。 

 ２の営業費用につきましては，(1)原水及び浄水費から(7)資産減耗費までをあわせた決算額は，４８億

１,８８０万１,４８９円でございます。 

 １の営業収益から２の営業費用を差し引いた営業利益は，６億９,４６６万９９５円でございます。 

 ３の営業外収益につきましては，(1)受取利息及び配当金から(4)雑収益までをあわせた決算額は，４億

７,１４１万８,８９１円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，(1)支払利息及び企業債取扱諸費と(2)雑支出をあわせた決算額は，２億

８,２８５万２,０２４円でございます。 

 営業利益と営業外収支をあわせた経常利益は，８億８,３２２万７,８６２円でございます。 

 次に，７ページの５の特別利益につきましては，(1)固定資産売却益と(2)その他特別利益をあわせた決算

額は，１１万５,６５０円でございます。 

 ６の特別損失につきましては，(1)過年度損益修正損の決算額１９４万３,７２１円でございます。 

 経常利益に特別損益を加えました当年度純利益，８億８,１３９万９,７９１円が当年度未処分利益剰余金

でございます。 

 次に，８ページ，９ページをお開き願います。 

 令和２年度水戸市水道事業剰余金計算書について御説明をいたします。 

 剰余金計算書につきましては，後ほど御説明いたします貸借対照表の資本の部の令和２年度中の増減内訳

を記載したものでございます。 

 初めに，８ページ上段の資本金につきましては，前年度末残高に当年度変動額の一般会計出資金等を加え

ました当年度末残高は，１９４億５,５２８万４,６７４円でございます。 

 次に，剰余金のうち資本剰余金につきましては，前年度末残高と同額となり，９ページ上段の表の右端で

ございますが，５億８,１５１万７,６５１円でございます。 

 次に，剰余金のうち利益剰余金につきましては，建設改良積立金の当年度末残高は，６億２０万円，未処

分利益剰余金の当年度末残高は，８億８,１３９万９,７９１円でございます。 

 資本金と剰余金をあわせました資本合計の当年度末残高は，８ページ下段の表の右端でございますが，

２１５億１,８４０万２,１１６円でございます。 

 次に，１０ページをお開き願います。 

 令和２年度水戸市水道事業剰余金処分計算書について御説明いたします。 

 資本金及び資本剰余金の処分につきましてはございません。未処分利益剰余金の処分につきましては，当

年度末残高は，損益計算書などから，８億８,１３９万９,７９１円でございます。 
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 減債積立金の積立て６億８,１５９万９,７９１円につきましては，企業債の償還財源として，建設改良積

立金の積立て１億９,９８０万円につきましては，災害や事故に即時対応する資金確保のため，それぞれ条

例に基づいて処分するものでございます。処分後残高繰越利益剰余金はございません。 

 次に，１１ページの令和３年３月３１日現在，令和２年度水戸市水道事業貸借対照表について御説明をい

たします。 

 初めに，資産の部でございますが，１の固定資産の(1)有形固定資産につきましては，アの土地からケの

建設仮勘定までをあわせまして，５２０億７,７９７万２,８８０円でございます。(2)無形固定資産につき

ましては，アの施設利用権におきまして，８億８,１３９万８,６０９円でございます。 

 有形，無形をあわせた固定資産合計は，５２９億５,９３７万１,４８９円でございます。 

 ２の流動資産につきましては，(1)現金預金から(4)貯蔵品までをあわせまして，３６億４,９３７万

２,０６３円でございます。 

 １の固定資産と２の流動資産をあわせた資産合計は，５６６億８７４万３,５５２円でございます。 

 ページを返していただきまして，１２ページ，１３ページをお開き願います。 

 負債の部でございますが，３の固定負債につきましては，(1)企業債が１９３億９,４７３万７６９円でご

ざいます。 

 ４の流動負債につきましては，(1)企業債から(5)預り保証有価証券までをあわせまして，２６億

５,４９２万７,３９９円でございます。 

 ５の繰延収益の(1)長期前受金につきましては，アの国庫補助金長期前受金から，１３ページのコのその

他長期前受金までをあわせまして，１３０億４,０６８万３,２６８円でございます。 

 ３の固定負債合計，４の流動負債合計，５の繰延収益合計をあわせました負債合計は，３５０億

９,０３４万１,４３６円でございます。 

 次に，資本の部でございますが，６の資本金の(1)自己資本金につきましては，アの自己資本金からウの

一般会計出資金までをあわせまして，１９４億５,５２８万４,６７４円でございます。 

 ７の剰余金の(1)資本剰余金につきましては，アの国庫補助金からクの加入者分担金までをあわせまして，

５億８,１５１万７,６５１円でございます。(2)利益剰余金につきましては，アの建設改良積立金とイの当

年度未処分利益剰余金をあわせまして，１４億８,１５９万９,７９１円でございます。(1)資本剰余金と(2)

利益剰余金をあわせました剰余金合計は，２０億６,３１１万７,４４２円でございます。 

 ６の資本金と７の剰余金をあわせました資本合計は，２１５億１,８４０万２,１１６円でございます。し

たがいまして，負債合計と資本合計をあわせました負債資本合計は，５６６億８７４万３,５５２円でござ

います。 

 次に，１４ページ，１５ページをお開き願います。 

 １４ページ，１５ページの注記につきましては，財務諸表を作成するに当たり採用した会計処理の基準な

どでございますので，お目通しをお願いいたします。 

 財務諸表につきましては以上でございます。 

 １７ページ以降につきましては，令和２年度決算付属書類でございます。後ほどお目通しをお願いいたし
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ます。 

 以上が，令和２年度水戸市水道事業会計決算書の説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○圷上下水道局下水道部長 続きまして，令和２年度水戸市下水道事業会計決算認定について御説明いたし

ます。 

 お手元の議案書⑨の６４ページ，６５ページをお願いいたします。 

 水戸市下水道事業決算報告書になります。 

 収益的収入及び支出のうち，収入でございますが，第１款下水道事業収益につきましては，決算額９０億

５,５８８万１,３７２円で，予算に対しまして執行率は９９.４６％でございます。 

 主なものといたしまして，第１項の営業収益につきましては，下水道使用料などでございます。 

 第２項の営業外収益につきましては，他会計負担金などでございます。 

 次に，支出でございます。 

 第１款下水道事業費につきましては，決算額８６億７,２６３万７,９４７円で，予算に対しまして執行率

は９８.２０％でございます。 

 第１項の営業費用につきましては，管きょ，下水道処理場等の維持管理費などでございます。 

 第２項の営業外費用につきましては，企業債の利息などでございます。 

 第３項の特別損失につきましては，過年度の下水道使用料還付金などでございます。 

 第４項の予備費につきましては，決算額はございません。 

 次に，６６ページ，６７ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出のうち，収入でございます。 

 第１款資本的収入につきましては，決算額５４億３,１１８万６,８１６円で，予算に対しまして執行率は

７８.６２％でございます。 

 主なものといたしまして，第１項の企業債につきましては，整備等に充てるための企業債でございます。 

 第２項の他会計出資金につきましては，一般会計からの繰入金でございます。 

 第３項の国庫補助金につきましては，整備事業費に充てるための国からの補助金でございます。 

 第４項の負担金及び分担金につきましては，下水道事業受益者負担金，分担金及び一般会計からの繰入金

でございます。 

 第５項の固定資産売却代金につきましては，公用車の売却代金でございます。 

 次に，支出でございます。 

 第１款資本的支出につきましては，決算額９４億８,６４２万４,０３８円で，予算に対しまして執行率は

８７.４７％でございます。 

 第１項の建設改良費につきましては，関係機関との調整等及び継続に関わる逓次繰越しにより，１１億

４,７００万６,０００円を繰り越したものでございます。 

 第２項の固定資産購入費につきましては，公用車などの購入でございます。 

 第３項の企業債償還金につきましては，企業債の元金償還でございます。 

 第４項の予備費につきましては，決算額はございません。 
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 なお，欄外につきましては，資本的収入額が資本的支出額に対して不足するため，補塡額を記載したもの

でございます。お目通しをお願いいたします。 

 決算報告書については以上でございます。 

○鬼澤下水道管理課長 続きまして，６８ページを御覧願います。 

 ６８ページから７７ページまでは財務諸表となってございます。 

 初めに６８，６９ページの令和２年度水戸市下水道事業損益計算書について御説明いたします。 

 １の営業収益につきましては，(1)下水道使用料から(3)その他営業収益までをあわせた決算額は，４０億

２,８８３万６,７１４円でございます。 

 ２の営業費用につきましては，(1)管渠費から(8)資産減耗費までをあわせた決算額は，７１億

４,８０２万４,０９２円でございます。 

 １の営業収益から２の営業費用を差し引いた営業利益は，マイナス３１億１,９１８万７,３７８円でござ

います。 

 ３の営業外収益につきましては，(1)受取利息及び配当金から(5)雑収益までをあわせた決算額は，４７億

１９０万１,９６０円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，(1)支払利息及び企業債取扱諸費と(2)雑支出をあわせた決算額は，

１３億７,９２１万５,６７８円でございます。 

 営業利益にただいまの営業外収支を加えた経常利益は，２億３４９万８,９０４円でございます。 

 ６９ページを御覧願います。 

 ５の特別利益につきましては，(1)固定資産売却益が１万５,０００円でございます。 

 ６の特別損失につきましては，(1)過年度損益修正損が１６０万６,７６４円でございます。 

 経常利益にただいまの特別利益を加え，特別損失を差し引いた当年度純利益は，２億１９０万

７,１４０円であり，この当年度純利益が当年度未処分利益剰余金となります。 

 ページを返していただきまして，７０ページを御覧願います。７０，７１ページの令和２年度水戸市下水

道事業剰余金計算書について，御説明いたします。 

 一番左の資本金につきましては，前年度末残高に一般会計出資金などを加えた当年度末残高は，表の一番

下にございますとおり，２７１億３,２５２万１,９８２円でございます。 

 剰余金のうち資本剰余金につきましては増減がなく，当年度末残高は，１１億３,１２３万３,９１７円で

ございます。 

 剰余金のうち利益剰余金における未処分利益剰余金の当年度末残高は，２億１９０万７,１４０円でござ

います。 

 資本金と剰余金をあわせた資本合計の当年度末残高は，表の右端，最下段のとおり，２８４億

６,５６６万３,０３９円でございます。 

 ページを返していただきまして，７２ページを御覧願います。 

 令和２年度水戸市下水道事業剰余金処分計算書について御説明いたします。 

 当年度末の未処分利益剰余金の処分につきましては，表の右端にあるとおり，水戸市水道事業及び下水道
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事業の設置等に関する条例第４条の２の規定により，その全額を減債積立金に積み立てるものでございます。 

 次に，７３ページを御覧願います。 

 令和３年３月３１日現在，令和２年度水戸市下水道事業貸借対照表について御説明いたします。 

 資産の部におきましては，１の固定資産の(1)有形固定資産について，アの土地からキの建設仮勘定まで

の合計は，１,５０５億１,８９７万５,１１８円でございます。(2)無形固定資産につきましては，施設利用

権が５５億２,６０４万９５０円でございます。有形，無形をあわせた固定資産合計は，１,５６０億

４,５０１万６,０６８円でございます。 

 ２の流動資産につきましては，(1)現金預金，(2)未収金をあわせまして，１７億６,２９１万９,００２円

でございます。 

 １の固定資産と２の流動資産をあわせた資産の合計は，１,５７８億７９３万５,０７０円でございます。 

 負債の部におきましては，３の固定負債の企業債が６８２億１,８７０万４３１円でございます。 

 次に，ページを返していただきまして，７４ページを御覧願います。 

 ４の流動負債について，(1)企業債から(4)の預り金までの合計は，６３億２,５７１万６,８９９円でござ

います。 

 ５の繰延収益の(1)長期前受金について，アの国庫補助金長期前受金からクの受贈財産評価額長期前受金

までの合計は，５４７億９,７８５万４,７０１円でございます。 

 ３の固定負債，４の流動負債，５の繰延収益をあわせた負債合計は，１,２９３億４,２２７万

２,０３１円でございます。 

 資本の部におきましては，６の資本金について，(1)資本金のアの固有資本金からウの組入資本金までの

合計は，２７１億３,２５２万１,９８２円でございます。 

 ７５ページを御覧願います。 

 ７の剰余金の(1)資本剰余金について，アの国庫補助金からウの受贈財産評価額までの合計は，１１億

３,１２３万３,９１７円でございます。(2)利益剰余金につきましては，当年度未処分利益剰余金が２億

１９０万７,１４０円でございます。資本剰余金と利益剰余金をあわせた剰余金の合計は，１３億

３,３１４万１,０５７円でございます。 

 さらに，６の資本金，７の剰余金をあわせた資本合計は，２８４億６,５６６万３,０３９円でございます。

したがって，負債合計と資本合計をあわせた負債資本合計は，１,５７８億７９３万５,０７０円でございま

す。 

 ページを返していただきまして，７６ページ，７７ページの注記につきましては，財務諸表作成時の重要

な会計方針や貸借対照表等関連について記載してございます。お目通しをお願いいたします。 

 財務諸表については以上でございます。 

 続きまして，決算付属書類につきましては，８１ページ以降に掲載してございます。後ほどお目通しをお

願いいたします。 

 以上が，令和２年度下水道事業会計決算書の説明でございます。よろしくお願いいたします。 

○鈴木委員長 以上で，執行部の説明は終わりました。 



－11－ 

──────────────────────── 

今後の審査の日程等について 

○鈴木委員長 次に，今後の審査の日程等についてでございます。 

 初めに，委員会審査の方法についてでございますが，委員会審査の効率化を図るため，前例に倣い，委員

の発言は通告制を採用し，通告順に各委員ごとに質疑を行ってまいりたいと思いますが，いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○鈴木委員長 それでは，そのように決定させていただきます。 

 次に，質疑時間についてでございます。 

 前例に倣い，通告者１人当たりの持ち時間をおおむね１時間とし，通告者の質疑の後に行います関連質疑

の取扱いにつきましては，全ての通告を通しまして各委員１人当たりの持ち時間をおおむね１０分間といた

したいと思いますが，いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○鈴木委員長 御異議なしと認め，そのようにさせていただきます。 

 次に，発言通告の提出期限でございますが，委員長宛てに９月９日木曜日，午後５時までに提出いただく

ということで，いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○鈴木委員長 それでは，９月９日木曜日，午後５時までに提出をお願いいたします。 

 次に，決算審査に係る資料の請求についてお諮りします。資料の請求は発言通告書と同様，委員長宛てに

９月９日木曜日，午後５時までに提出いただくということで，いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○鈴木委員長 それでは，９月９日木曜日，午後５時までに提出をお願いいたします。 

 なお，発言通告書及び資料請求書の記載に当たりましては，水道事業会計と下水道事業会計のどちらを示

す内容か区別できる記載としていただきますよう，御協力願います。 

 次に，委員会の審査日程でございます。 

 委員会の審査日程が，本日を除き３日間となっておりますので，今後の審査の日程や発言通告の進め方等

につきましては，正副委員長に御一任いただきたいと思いますが，いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○鈴木委員長 それでは，そのようにさせていただきます。 

 なお，次回の委員会は，９月２１日火曜日，午前１０時から開催させていただきます。 

 それでは，本日の委員会は，この程度をもちまして散会させていただきます。 

 御苦労さまでした。 

午前１１時５７分 散会 

 


